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　上越市夜間診療所出務　16日（副院長）
Ρරॆঝý「健康ライフ」15日ࡱ
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　毎週木曜午後１:20 頃～ (76.1MHz)
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　FM上越：木曜午後１：35頃～
　上越有線放送：月曜午後６時～ ( 番組内 )
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
日

本
で
も
秋
以
降
大
き
な
流
行
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
第
３
波
な
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
冬
場
に
向
か
い
ま
す
。
も
と

も
と
冬
場
は
多
く
の
感
染
症
が
増
加
し
、 

流
行
す
る
季
節
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ
イ

ル
ス
、
感
染
性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
、
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
）、
溶
連
菌
感
染
症
、
ア
デ
ノ
ウ

イ
ル
ス
性
咽
頭
炎
な
ど
、
多
く
の
感
染
症

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
も
し
新
型
コ
ロ
ナ
が
発

生
し
、
さ
ら
に
流
行
が
拡
大
し
て
い
っ
た

ら
と
想
像
す
る
と
、
と
て
も
大
変
な
状
況

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

地
域
に

よ
っ
て
流
行

の
度
合
い
が

違
い
ま
す
。

当
地
で
は
、

少
な
く
と
も

今
現
在
は
発

生
が
ご
く
少

数
で
あ
り
、

ク
ラ
ス
タ
ー
と
言
わ
れ
る
小
規
模
な
流
行

は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
し
て
市
中
感
染

を
起
こ
し
て
は
い
な
い
は
ず
で
す
。

　

発
熱
す
る
な
ど
、
感
冒
様
の
症
状
が
あ

れ
ば
、
今
は
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
を
想
定
す

る
必
要
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

し
か
し
、今
後
感
染
の
流
行
が
拡
大
し
、

ス
テ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て
き
た
ら
、
そ
う
と

は
言
え
な
く
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
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当
院
を
か
か
り
つ
け
に
し
て
い
る
お
子

さ
ん
に
つ
い
て
は
、
ど
う
ぞ
当
院
へ
お
電

話
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で
、
受
診
の
仕
方

な
ど
指
示
致
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

当
院
を
か
か
り
つ
け
に
し
て
い
な
い
方

や
、
夜
間
や
休
日
な
ど
は
医
院
で
は
対
応

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

流
行
地
と
の
往
来
を
避
け
る
こ
と
、
ま

た
マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
周
囲
と
の
十
分
な

距
離
を
と
る
な
ど
、
各
自
が
し
っ
か
り
と

対
応
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
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　　（毎日 24時間対応）

　電話 025-256-8275

୕㉲ಕᡜ（平日日中のみ）

　電話 025-524-6134

Ё܊٥ಊݕѥಕࢡ

　電話 025-280-5200

Ř/777உ ಭĲऄĳǴɐɈɫąࢡý੫ר0/

　この時、インフルエンザが大規模に流行し、世の中が騒然とし

ていました。ワクチンはあるものの、供給量が足りず、希望者に

十分に接種を行えない状態でした。当時はまだ大人も２回の接種

でしたが、国は大人は１回のみで十分であり、もう１回分を子ど

もたちに使うように指示したくらいです。

　しかし、ワクチン接種に反対する人たちがいました。それも大

御所の小児科医。その急先鋒が毛利子来（もうりたねき）氏です。

日頃からワクチン不要論、いや有害論を唱えていて、多くの方か

ら注目されていました。インフルエンザについてもそうです。

　そんな状況とは関係なく、ワクチンを積極的に受け、予防に努

めて欲しいと、朝日新聞「声」欄に投稿しました。いったん受け

付けられ、掲載の段取りが進んでいたのですが（掲載前に投稿者

に連絡があり、各種確認や、文言の調整があります）、その直前

にこの毛利氏の原稿が掲載されました（論壇「インフルエンザ予

防接種慎重に」）。

　新聞社から再度連絡があり、私の意見は毛利氏の意見を受けた

形のものにしたいとのこと。主旨は変更しないけれど、文章を書

き換えたいとのことでした。

　当時は電話でのやりとりでしたが、受話器の向こうで記者が用

意した原稿を読み上げ、私がそれをチェックしました。ここまで

来たのですから、面倒なので（笑）OKを出しました。

　翌日掲載された文面は、自分のものではないな、と思いました

が、そう思う読者は他にいないことでしょう。期せずして小児科

医の大先輩を批判する文章になりました。

　後日聞いた話ですが、毛利氏を信奉？する方々が作っている

ホームページ上で、塚田次郎って誰だ！と騒ぎになったそうです。

けっこう過激な人たちもいるので、直接私に刃が向かってくるこ

とがなく、良かったです。
Ř0../உ ಭĲӢบĳǼबܱࢡýாר2

　場を荒らす（？）ことばかりしているわけではありません。読

売新聞に「乳幼児健診の気分が沈んだ日」という投稿がありまし

た。小児科医や保健師などの何気ない一言が、お母さんを傷つけ

ていることもあるというのです。

　これは大変。私が直接の相手ではありませんが、健診に携わる

小児科医の一人として何か発しないと。

　「『あなたが頑張っているから、お子さんがこんなに大きく、立

派に育っているよ』。こんなメッセージを心をこめて伝えていき

たい」と。

　私の投稿も掲載されたので、このお母さんに届いたかな。

　そして私の投稿は、この月の「気流賞」（最も優れた投稿）を

いただきました。私の方が恐縮した次第です。
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